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The lake of the Tsubaki was in the eastern part in the country of Shimohusa. The size was one following
the lake of the Hamana. The lake was recliamed at the end of the 17th century and became a big newly
recliamed rice field. There is a lot of study about this newly recliamed rice field.
However, there is little study of the big landowner who was sprung into the newly recliamed rice field. It
became recent and a lot of historical records were newly discovered. This study is using the historical records
which were discovered. Then, the big landowner is the one to have made formed circumstances and the actu-






























































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































表３　金銭支出状況 （単位 ： 両）
注） 寛政１１年 • 文化１１年金銭出入帳より作成
合計
196.20
26.22
181.11
212.22
153.30
429.32
354.00
137.03
233.31
159.20
255.02
669.32
その他
6.00
1.20
4.00
33.00
53.02
24.00
2.00
2.00
3.20
14.20
23.30
質地代金
13.00
13.00
146.00
10.00
12.20
186.22
14.20
13.20
18.00
8.00
196.10
流地代金
90.00
13.00
17.30
85.00
128.32
28.10
166.01
60.30
11.10
347.12
一般貸金
43.20
7.22
33.31
35.02
57.20
89.20
60.22
93.13
65.30
77.10
121.32
102.20
上納金
50.00
150.20
33.00
16.00
126.00
100.00
年代
寛政６年
寛政７年
寛政８年
寛政９年
寛政10年
寛政11年
文化６年
文化７年
文化８年
文化９年
文化10年
文化11年
（1）また慶應３年の金銭出入の状況を見ると、出金は1454
両２分３朱と銭171貫902文である。その内訳は領主への
上納金418両２分、一般貸金423両１分と銭20貫211文、頼
母子講等の掛金が72両３分と780文、麦・大豆買入代10両
３分と16文、村交際費55両１分２朱と34貫339文、これと
関連する酒肴代７両３分と56貫248文、用水費20両１分２
朱と320文、農業経営の肥料代27両１分２朱と５貫465文、
また給金は28両２分である。さらに様々な寺社等に勧化
しており、それが33両１分と１貫932文あった。借入金の
返済は244両２朱と２貫197文であり、生活諸費が112両３
分２朱と49貫975文である。この支出に対して入金は1035
両２分２朱と165貫文であった。それは米代売却によるも
のが697両３朱と156貫文であり、なかでも銚子米商人五
字藤左衛門・菅谷太郎右衛門・田辺屋栄吉等から272両１
分２朱と156貫文、また榊原氏の売却分172両１分が中心
となっていたのである。（2）
椿新田には幕末に所持高100石を越える農民は万歳村、
清瀧村、鎌数村、あるいは琴田村等に存在してきている。
しかし所持高の大きさだけでは歴史学的には決して豪農
と云えるものではない。（3）向後七郎兵衛は享保～元文期
には数十町歩を所持し、その経営は小作人を70人以上も
使っていたけれども不安定そのものであった。銚子荒野
村の宅地を取得して、地代金収入を計る等ということは
商業的感覚がなければ出来るものではない。彼は小作経
営だけに依拠するのでなく、名主役に就任し、村内を取
り纏め、領主の信頼を受けて苗字帯刀の特権を得ること
で、さらに結びつきを深めて年貢米の地払いを行ってい
た。しかもその米の一部は地代金徴収役をしていた銚子
商人大坂屋へ売却すると云う在方商人的性格を備えてい
たのである。慶應３年の金銭支出では地域金融の働きを
していた頼母子講や積金講に積極的であり、交際費や勧
化費には豪農の特性を良く表している。また万延２年に
は村内の西と八幡丁の両地区での困窮者たちへ夫食米28
俵を貸し出していたが、これも豪農の条件の一つであろ
う。このような豪農条件を備えるようになったのは文化
期以降のことであると考えられる。寛延３年の所持面積
が25町歩余、それが明治６年には40町３反歩以上に、（4）
そして冒頭の大正13年調査では58町歩となっていたので
あるが、この近代の成長については後日に追究したいと
考える。また近代に登場した椿新田内の対照的な大地主
である岩瀬為吉家との比較研究も今後合わせて行いたい
と思っている。
注）
（1）前掲伊勢家文書「田畑小作附御年貢割合帳」（弘化４年10月）、
「当申田畑小作帳」（万延１年11月）、「当卯小作取立帳」（慶
應３年10月）
（2）前掲伊勢家文書「金銭出入帳」（慶應３年１月）の集計による。
（3）拙稿「揖保川流域における豪農経営の成立」（千葉経済大学
短期大学部研究紀要第２号）、2003年、12頁で豪農の条件を
示しておいた。
（4）前掲伊勢家文書「当酉小作取立帳」（明治６年11月）この帳
簿に限らず、これまでの小作付帳等には一切地位が記載さ
れていない。1反に付6斗3升が取米の基本であった。また
「田１ヶ所」と面積のないものもある。明治６年の場合はそ
れが52か所もあるので、正確な面積は把握出来ない。
付記、本稿作成にあたって史料閲覧に多大なご便宜を図って下
さり、その上貴重なご教示を頂いた越川栄一郎氏に、また
度々の調査に協力を頂いた本学ビジネスライフ学科２年の
栗原大樹・梅澤恵理両君に記して深謝の意を表したい。
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